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1,は じめに
50著者 らが開発 したスクリ

ュー ドライバーサウンディング試験(以 降

SDS試 験 という)は,試 験区間25cmに 対 して最大7段 階の荷重載荷

を行なう断続的な回転貫入の際に,各 荷重における先端部の トルク,40

貫入速度等を計測することにより,試 験地盤の土質判別や硬軟等の評

価が行なえる.本 報告では、浦安市の一一斉地盤調査において実施 した30

SDS試 験結果をもとに簡易液状イヒ予測を実施 したものについて述べる.響

2,N値 と細粒分含有率の推定20

2・1,N値 の推定

N値 の推定 は,全 国39地 点 で実施 した標準貫入試験 に より得 られ

たN値 を目的変数 として設定 し,回 帰分析1)を 行 い推定式 を算 出 し

た.下 記 に推定式 を示す.

推 定N値=17.5247/43,-3.69Cη1+3.3研0.25+343(1)

こ こに,47堀3'は,各 測定 区間(0.25m)毎 に作成 した補正 トルク(7)一

区 間沈 下量(S、)関係 の近似線 の傾 きの ことで,回 転貫入 に よる沈下増

分 を表 す.q1は10gE-10g隅/025潤 係 の近似線の傾 きの こ とで,砺25

は10g四 〇g6/0.25♪関係 の近似線の切 片10gα よ り求めた αとし,0,25m

貫 入 す るのに必要な推定鉛直荷 重を示す.図 一1に 式(1)の 推 定式 を用

いて推定 したNと 標準貫入試験(以 降SPTと い う)よ り得 られ たN

値 との関係 を示す.図 よ り本 推定式を用 いてN値 を推定 する ことの妥

当性 が確 認で きる.

2・2,細 粒 分含 有率の推定

細粒分含 有率(Fc)の 推 定は,全 国33地 点 でサ ンプ リング した試料

に対 して室内試験 を行 い得 られたFcを 目 的変数 として設定 し,回 帰

分析 を実施 し推定式を算出 した.

推 定Fc=-0.5847/4曜D-0.16〃1ゐ+0.917(2)

こ こに,4照 〃Dは,測 定 区間(0.25m)毎 に作成 した補正 トル ク(7)一

補 正荷 重(助 関係の近似線の傾 きをス ク リュー ポイン トの最大径(D)で

正 規化 した もので,鉛 直荷 重に対す るせ ん断力の割合を表 し,砺25は
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10g〃二10gβ阻2の 関係 の似線 の切 片10gα よ り求めた αとし,0.25m貫 入 す るのに必要な推定鉛直荷重を示す.図 一2に 式

(2)の 推 定式 よ り算 出 した推定Fcと 室 内試験 よ り得 られたFcと の関係 を示 す.推 定Fcは,細 粒土で は実測値 よ り若干

小 さめに,粗 粒 土では高めに推定 され るが,Fcニ50%を 境 にした細粒 土 と粗粒土の区分 は概 ね精度良 く行 える.

3,調 査 地 における実測値 との比較

図一3にSPTお よ び室 内試験 よ り得 られ た土質柱状図,実 測 のN値,お よびFcと,SDS試 験 によ り求めた,推 定N値,

推定Fcを 示 す.推 定Fc>50%の 土 層 を粘性土 とし,Fc≦50%の 土 層 を砂質 土 として分類 す ると,ボ ー リング調査結果 と

概 ね一致 してい ることが分 か る.ま た,SPTに よ り得 られたN値 とSDS試 験 結果か ら求 めた推定N値 を比較 す ると双

方に高い相 関性 がみ られ る.特 に,表 層か らGL-10mま で は,ほ ぼ一致 している ことが確認 できる.た だ し,GLlOm

以深 については,SDS試 験 での推定N値 の方がSPTで 得 られたN値 よりも大 きな値 を示す傾 向がみ られ る.こ の差 異

が生 じた理由 として,SDS試 験 では25cm毎 に ロッ ドの周面摩擦力 を除去す るた めに1cmロ ッ ドを引き上 げて回転 トル

クを計測 す るが,深 度が増 す ことに よ りロッ ドのたわみ量が大 き くな り,適 正に ロッ ド周面摩擦の評価 が行われていな

い可能性 があ ることが要因のひ とつ と考えてい る.

ComparisonofVariousStaticSoundingTestsin

UrayasuCity(Part7:SDS)
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図一3N値,Fcの 実 測値,推 定値 の比較(地 点1)

4,液 状 化 の予測

液 状化 の予 測には,限 界N値 法 を採用 した.限 界N値

法では,建 築基礎構造 設計指針に記載 されてい る方法に

よ り,各 々細粒分含 有率に対 してFL値=1ρ とな るN値

分布 を求め,限 界N値 として設定 した.図 一4に 液状化 の

検 討結果 を示す.液 状化 の検 討は,Fc≦50%の 砂 質土 と

判別 された土層でのみ行 い,推 定Fc>50%の 粘 性土 と判

別 した土層は,こ の検 討の前段 階で液状化 の可能性 が低

い と評価 してい る.限 界N値 の算 出は,Fcニ5%,Fcニ10%,

Fc=20%,Fc=35%,Fc=50%の5ケ ー スである.Fc=5%の

限界N値 よ りも推定N値 が高い もの について は,細 粒分

含 有量の大小 に関係 な く液 状化 の可能性 が低 い と判定 さ

れ る.図 中に示す プロ ッ トは,推 定Fcの 大 小で グループ

分 け した ものであ るが,各 グルー プの液状化 判定は,そ

の グルー プのFc下 限値 に対応す る限界N値 と推定N値

の大小 関係 を比較 す ることに よった.検 討に よ り液 状化

の可能性 が高い と予測 された土層は,GL-5.25m～-550m

の1深 度 と,GL-7.50m～-975mの 範 囲の7深 度(1深 度 二
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図一4液 状化の検討結果(地 点1)

し'性 土

液状化層

砂質土

25cm)で あ る.GL-10m以 深 の砂質土層 について は,推 定N値 が高 く推定 され液 状化 の可能性 が低 い と判 定 された.

5,ま とめ

図一5は,液 状化 による地盤被害 についての簡易判定図表 に今回の検討結果 をプロッ トした もので ある.GLIOm以 深

におけ る砂質 土部分 の判 定結果に よ り,全 体 の液状化 層厚(H2)が2m以 下 とか な り薄 く評価 され,"地 盤 被害が発生 しな

い"に プロ ッ トされた。図中には参考 として実測のN値,Fcを 図 一4に プロ ッ トす る ことによ り求 めた判定結果 も示 した.

SDS試 験 結果 を解析 す ることで,あ る程度 の簡易 的な液状化検討 を安価 な調査経費 で行 うことがで きる.し か し,ま

だ 瓦Fcの 推 定精度が高 い といえない.こ の問題点 も含 め,今 後 もサ ンプルデータを数多 く取得 し,推 定精度 を高 めて

い く予定 であ る.

参 考文献1)池 亀 ら:SDS試 験法によるN値 および細粒分含有率の推定,第47回 地盤正学会発表会,20127
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